
島根県における風士と住宅
自然環境と住宅の関係一

Climate and Houses in shimane prefecture

Relation between Natural Environment andHouses

塩田洋三・高橋

1.緒

今日,住宅建築や住様式は多様化し,従矛ミ

主流であった木造在来工淵主宅の↓畔工は,年

々低下してきている.住宅内部においても,

ダイニング・キッチンの充実,部屋の独立,

イス坐のt旻i香など住生活の洋風化が進んでい

る.このように洋風化した都市型住宅は,全

国的にt旻透しつつある.過去に各地方におい

て,1割敦ある外観・屋根・構造様式を有し,

風土特性を有した民家形式は,それぞれの地

方で産出される資材と自然条件によって生み

だされてきた.しかし,この形式は衰退のー

途をたどっている.地方性を有する住宅か都

市型住宅にとってかわられる大きな要因は,

住生活などの洋風化と同時に,現代の建築技

術の進歩がいかなる外的環境においても室内

環境を人工的に調節可能にしているためであ

る.しかし近年このような人工的な設備に頼

らず,自然を利用した住宅,すなわち風土に

適合した住宅を見直そうという風朝かあらわ
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れてきた.

島根県においても今後の住宅を考える上で

この問題に取組まねぱならない時期に来てい

るといえる.この問題を調べるには,現代ま

で島根県の住宅が風士にどのように適応して

きたかを建築構造や住まい方はもちろんのこ

と,歴史や民イ谷学的見地からの詳細な検討を

要する.

本報告では,それらに着手する手始めとし

て,まず風土の中の自然環境について集めた

資料について検討を加え,つぎに風士と住宅

の関係について若干の検討を行なった.
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Π.自然環境

島根県は中国地方の北西部に位置し,東部

は鳥取県に接し,西部は,山口県に接する.

北は日本海に臨み,南は中国地方を横断する

中国山脈によってさえぎられている。

すなわち,東部・東経133゜器 E(隠、^却

西部・東経131゜ W E q将U野吹野),北部・

北緯3プ1σ N 純剥支五箇村竹島),南部・北

緯鍵゜18 N (鹿足郡柿木村)の範囲にある.

島根県の総面積は6,628.33kがで全国の総

面積の 1.8%で都道府県中では第191立と比較
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的広いが,林野率は78.9%と全国平均の67.6

%を約]0%も上まわっている.したか'つて,

可住面積は 1,319km2 と全国で 29番目となっ

ており,耕地面積は 8.8%にすぎない.

中海・宍道湖を中心とする東部は松江,斐

川平野を有し,穀倉地帯である.県西部や隠

岐は畑作が多い.海岸部は対島海流(暖流)

のため比較n如爰かい.このような地形のため,

古くは農林漁業が盛んであった.

:日
ヌ、 J.^.

年平均気温は県全体で約N.4゜Cと比較的温

暖である.等温線図は海岸に平行に走り,海
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岸部から山間部へ〒新テするにつれて気温は低

下する.すなわち,浜田・益田の15゜Cから赤
D

名の11゜Cの範囲に入る(図.1).

季節別に見ると,冬季の1月は,石見地方

の海岸部は4~5゜Cと温暖であるが,同地方

の山間部は平均一2゜Cと寒い,このように海

岸部と山間部の水平距雜は201飢あまりである

にもかかわらず気温差が大きいのは,海岸部

に暖流が流れていることや海抜差による高度

の影響のためである.夏期(8月の平均気温)

は,山間部を除き25~27゜Cの範囲である.山

間部の気温の低いのは前述と同様の理由によ
2)

る.なお,参考までに全国の平均気温分布を
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示した(図.2).本県は,年平均気温につ

いては,日本海測気候というよりも関西以西

の気候と炎則以しているといえよう.

2.降水量

降水とは空気中の水蒸気か荏餅宿して地上に

落ちたもので,雨・雪・霜・あられなどが含目÷
三ヨ

まれる.我が国は,大部分カリ品帯にあり,そ

の中では多雨気候に属しているため降水量か

多い.年間降水量は,中国地方は,瀬戸内海

側と日本海側とで対照的であり,日本海側で

は多い.本県の大部分の地域は1,600~2,000

(脚/年)のクラスに属するが,一部の地域

において,2,000~2,800(脚/年)と降水量か

多く,集中豪雨による災害に対する注意が必

島根県における風士と住宅

0月

要である.しかし,全国的に見て多雨の部類
3)

に入らない(図.3).

地区別にみると図.4のように海岸部と内

陸部で月平均の傾向は類似しているが,冬季

a2~ 2月)に内陸部(匹見・赤名・三成)

で積雪量が多く,このために,この地域の年間

降水量は多くなっている.しかし,これらの

地域の年間の総降水量は,松江のそれとあま

1)変らない値を示している.西部の海岸部(と

くに江津・浜田)においては,年間の降水量

は,東部の松江と比べて量的に少ない.

年問降水量の等高線図(一伊ルして昭和57

年のもの)を図 1に示した.過去1吽の降水量

の線図を調べると,等高線は大体の傾向とし

て,県を縦断した線図を示した.このことは
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気温が県全域を横断す

る線図を示したのと対

照、的な関係を有する.

3.全天日射量

全天日射量とは,直

達日射と天空幅射との

和の量である.とくに

冬季の日射は,健康に

とって大切である.

この全国分布を図 5
川

に示した.1月は,太

平洋測と日本海側との

間を等高線が平行に走

り,本県は,明確に日

本海側の性質を示して

いる.それに対し,そ

れ以外の月,すなわち

4月,8月,10月では

日本海側というよ 1)も

中国地方としての性質
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を示している.この点が,どちらかというと

1年中日本海測の性質を示す鳥取県と異なる

ところである.

4.最深雪積量

住宅にとって,最深積雪量は,住宅の構造

部材の寸法や躯体の強度計算のために重要て

ある.また,居住性の面からも,日常生活て

居住者が室内に閉じ込められることになるの

で,重要な因子である.

本県の海岸部では10~30師であるが,中国

山脈の山間部では約 10ocmの分布を示してい

る.

参考までに,昭和49~昭ネ那詳の県内の観

測所で記録した最深割責量を掲げておく.最

深寄責量か'10ocmを越えた地域は,横田(]0

80m (昭和49年)),赤名al0伽(昭和52年))

の2観測所である.一方,50師以下の地域は

出雲,大田,鹿島,桜江,川本,三隅である.

それ以外の地域では大体50~10ocmの範囲を

記録している.

5.松江市の気象

本県の気象台は松江市にある.そこで松江
5)

市の平年気象について記す(表 1).

年平均気温は14.4゜Cと全国と比べて温暖て

ある.最低気温も0゜C以下の月はない.降水

量も20oom以下である.日照時間は12月~ 2

月は 100時間以下になり,1ケ月の半分以上

か'].omm以上の降水量を記録し,曇天日は20

日近くある.それに加え,冬季の季節風のた

め,日'支大風速が]om/S以上の日数が12月・

1月で8~10日あり,このような数値からみ

て,冬季は,典型的な日本海側気候を示すと

し、之よう.

とはいえ,冬季においても東北・北陸に比

島根県における風士と住宅
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気温が高く,根雪の日数も少ないので,,

厳しい自然条件とはいい難い.

6

冬は,大陸から寒冷な北西の季節風がΠ欠き

つけ,山間部の積雪量は多い.春には黄砂現

象がおき,夏は,高温多湿である.制斐的に

は比較的温暖であるが,冬季は,日本海側気

候地域の特性を示す.局所的にみると,出雲

地方と石見地方,海岸部と中国山脈に近い山

間部では気候は異なる.一般に,住居に景3響

を与える気候条件として,気温,湿度,降水

量,風日射,日照などがあげられるが,木
田

村はこれら.から住居気候区を提案し,図 6の

表1松江市平年気象

気候条件の特徴

塩田洋三・高橋徹

]om/.以上

ような分布図を示した.即ち,気候区を少雪

寒冷地区,深雪地区,温暖地区,多雨地区の

4区に分けている.この区分を参考にした配

慮が住宅建築に必要だとしている.

本県はこの区分では温暖地区にはいる.し

かし,本県の場合,海岸部はこの区分でよい

が,後に述べるように,山間部は深雪地区に

入れるべき住宅構造を有している.
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オこ.

本県の災害は,大部分が豪雨による災害て

あり,これに若干の台風による災害か加わる.

被害件数も多く,これに対する工事費も全国

的にみてハイレベルである.特に本県では,

県西部の集中豪雨による災害は,地盤の弱さ

も原因し,防災面の困難がつきまとう.

1Ⅱ.風土的イメージ

山陰地方の風土を語るのに,鉛色の空と海

とか,弁当忘れても傘忘れるななど比較的,

陰うつなイメージを抱かせる,このような,

心理的イメージと,自然環境のデータからみ

たイメージは異なる.すなわち,自然環境か

らみると比較的穏、和なイメージを受ける.そ

こで,環境が人々にもたらす心理的な景ラ響に
創

ついて調べた小林の結果について,検討を

島根県における風土と住宅

小林は,環境が人々にもたらす意味を探り ,

それから,心と環境のふれあいを考察しょう

という興味ある試みを行っている.その中で,

「京都は日本海文化の中心といわれるが,日

本文化はエレガントさかオーソドックスな基

調となってきた.シックさにひかれる欧米人

が金沢や松江を訪れるのは,繊細さにひかれ

るからだろう.京都と係わりあってきた松江

も伝統性を貯えやすく,しかも,シックで工

。イ
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レガントさを好む風士であるといえよう」と

述べている.この指摘は,年平均気温と年間

日照時間と心理的因子との因子分析から推測

されたものである.

図8のj乱士特陛をみると,松江・奈良・京

都が1リゴ立置にあり,伝統と自然環境との間

には相関関係かあるようで興味を抱かせる.

また,j私土のトーンとしては褐色文化地帯に

属し,エレガントでシックであると分類され

ている.

このように因子分析では,本県は京都や奈

良などと共通した風士1割敦を有し,文化を創

造しうる士地柄といえる.これらのイメージ

が,住宅の地方性にも色濃く反映するものと

考之られる.

塩田洋三・高橋徹

Ⅳ.風土と住宅

前述のような風土を有する本県では,住宅

を建築する場合の立地条件として,日当りか

よいこと,水の便かよいこと,地崩れのしな

いことという 3点をあげる人が多い.しかし,

水道が完備されている現状では,水の便はそ

れほど重要な因子ではない.

つぎに風土を考慮した建て方,住宅構造や

設備について,以下詞信己する.

(1)曇天の多い地域であるため,日照に

対する配慮が心がけられているようである.

地形に制約されない限り,南向きになるよ

うにし,東向きはあっても,西向きゃ北向き

はできるだけ避けている.
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(2)本県においては、草葺屋根の下部を

切り上げてシコロ(下屋)をつけることが広

く行なわれ,現在の農村住宅はほとんどこの

形式をとっている.しかし,この様式の発生

は,江戸中期頃といわれており,それほど古

くはない.一方,中国山地では,積雪の関

係でこの下屋をつけない民家が多い.下屋は

開口部の高さを高くし,日射を広縁に取り込

もうとする知恵といえよう.

(3)建築年度の古い住宅において,天井

の上に土をのせる.これは,真夏に,小屋裏

の熱を遮断し,冬季には上方への放熱防止の

役割を果す.勿論,防災の役割も有する.この

士天井を出雲・石見で「大和」と呼ぶ.この

大和天井は,大陸の陸屋根の手法か、「大禾山

(奈良県)に伝わって大和棟に使われ,更に

大和から中国地方へ伝わってきたものと考え

えられるなお,天井については、古くは,

天井はなく,その後,簀の子天井,＼,次いで,

大和天井へと変遷し,現在は板天井が→1斐的

である.

(4)冬季の季節風の強い地域では屋敷の

西北に風よけを設けた.この例が隠、岐など海

辺の村でみられる竹垣や農村部とくに,出雲

平野の築地松である.

(5)屋根瓦は石州の赤瓦で釉薬が塗って

あり,寒冷と積雪に対して強い.この瓦は赤

士に出雲の来待石の粉を混合して焼くため赤

色に仕上かる.

(6)雨天が多いので,主屋と納屋をつな

ぎあわせてイ乍当昜とする造りか'行われた.

石見地方匹見町における中門造は,中門の

納屋で農イ乍業が行なわれた.

出雲地方の斐川平野および八雲村熊野では,

主屋の後部に突出した部分「ウシロヤ」とか

「中門」をかかえている.この場合は,その

島根県における風士と住宅

後部をナンドとして,柧麦など穀物を4又ネ内

したり,寝室に使用したりした.

これらの中門は(1)寝殿造,書院造の影

響,(2)帰農武士による武家造の導入

(3)住生活からの欲求,(4)積雪との関係

(5)越後など他地域からの伝播、か考えら

れる.とくに石見地方の中で積雪量の多い地

域や,日本海側気候の地域に多い.この様式

の長所として積雪期間中の便利さがあげられ

ている.

また,石見地方や出雲の山間部では,根雪

期が長いために「雪囲い」が行われたようて

あり,瓦葺では,雪どめ瓦や屋根に栗材また

は竹を渡して雪どめをした.

以上のように冬季の日射量の少なさや, ^

天や雪積,風に対する対策など風士に対する

工夫は昔からいろいろと考案されてきたとい

える.
10 )

今和次郎著泊本の民家゜には出雲地方

の住宅について次のように述べられている.

「家の造りには余り変わった個所がない.た

だ,棟は京都附近のもののように美しく,反

りがつぃている.旧い因縁のありそうな土地

柄だ力、ら何か変わったものが見い出せるかと

思って聞き合わせたけれども,それらの資料

になるような例は見い出されなかった.出雲

の国の民家も我国の諸地方にみられるような

家は力川なのである.」

このように,本県の住宅は,→斐的には,

日本各地に存在する外観・屋根・構造形式を

有し,民家形式の1評朱なものは少ないといえ

る.幕藩体制下では人的交流か禁止されてい

たため,全国各地には独特の民家形式が創造

された.本県は,閉鎖的な地域にも拘らず特

殊な様式か産み出されなかったことはむしろ

驚くべきことかもしれないが,封建制度の下

851986年3月



で,藩が住宅の規模や材料を統制していたこ

とにも起因するといえよう.

しかし,前述のように細部においては,本

県の風土に適合するような工夫がいろいろと

なされており,今後の住宅を考える上で参考

にすべき要素である.

V

住宅の地方性を考える場合,風士的視点と

同時にもう1つの視点として住宅の役割や住

意識からの裏付けが必要であると考える.
Ⅱ)

住宅の役笥ルして次の事項があげられる.

(1)安全陛が守られていること

(2)健康的な環境をつくること

(3)休養・慰楽が得られること

(4)家事の処理が便利なこと

(5)だんらんとプライバシーが保てること

これらすべてをある程度満足する必要かあ

るが,本県ではなかでも(2)と(3)か'と

くに重要である.すなわち,安全陛について

は,本県は公害が少なく,自然災害が主なも

のである.健康的な環境とは雨露・風雪・寒

暑・湿潤などの現象や日照、・通風・換気など

を考慮した健康的な環境づくりである.本県

では,冬季に住宅内での生活が多くたるため

(3)の家庭的雰囲気での慰楽も大切である.

現代家族の住意識の型として次の型かあ

住居学的視点

外観や門標,塀など示威意識や様式意識が強

し、.

また,しきたり尊重意識があ1),伝統を重

んじ,あるチ呈度無批判に様式をとり入れてい

る面がある.本県の住宅を調査すると,門や

玄関が立派であったり,縁桁の太さを誇った

り,座敷の欄間彫刻や床の間,付書院に粋を

こらしたり,屋根をネ夏雑にしたりしているこ

とは,単に風士特性のみから解釈できない.

(2)のみせぴらかし意識や(4)の伝統意

識が色濃く反映しているといえよう.

以上のように住宅の地方性を,考える場合,

単に風士として自然条件に対する対応のみを

調べるのではなく,このような意識と住宅の

かかわりあいの調査がなけれは住宅の地方陛

に対する説得力のある論議はできないし,ま

た魅力ある住まいづくりもできないといえよ

盆田1 三・高橋徹

(1)ねぐら意識

(2)みせびらかし意識

(3)生活中心・たのしみ意識

(4)しきたり尊重意識

(5)あたらしか'り意識

本県のような地方においては(2)と(4)

かまだかなり重到見されているようである.

すなわち,(2)に帰因するような,住宅の

つ.

Ⅵ

島根県の住宅は,ほぽ似た様式を有してい

る.広縁をもち,整形四間取りの伝統を受け

継いだ中廊下付き一音配階建住宅が多い.都

市では,住宅は,居住者の個性の表現の場と

なっているが,本県では,個陛を生かしたも

のより,居住者の個陛を離れ,時を越えて存

在してぃるといえる.すなわち,その地域に

ふさわしい,風土にはぐくまれた住宅といえ

る.現在も優秀な大工・工え努店が比較的多く,

構造的に優れた住宅が建築されている.しか

し,現状では,多分に,そのプランはワンパ

ターンで安易に繰り返されているように見受

けられる。住宅のその形力求められた意味を

理解し,現代にふさわしいように絶之ず再生

されつつ引き継がれることが大切である.そ

のためにも,風土的特性を十分把握しておく

結 び
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必要がある.

本論文の得られた結果の主なものは次の通

りである.

(1)本県の自然環境として,気温は年平均

約14.4゜Cと比較的温暖であり,季節別分布を

調べても,日本海側気温というより関西以西

の気温に炎耐以している.降水量は 1,600

2,0ω(m/年)の区分に属する.冬季において

山間部は積雪量が多いため,降水量は多くな

る.全天日射量は中国地方の特性を示し,鳥

取県のような日本海側の特性を明確には示さ

なかった.このように,平年気象は比較的穏

和であるが,12月~ 2月は季節風が強く,日

照時間か短かく,曇天日数が多い,典型的な

日本海側気象を示す.

(2)本県のイ主居気候区は温暖地区に属する.

しかし,山間部は積雪量の多さから深雪地区

に入れるべきであると考えた.事実,山間部

の住宅は積雪に対処するいろいろの工夫がな

されている.

(3)風土に適応するために住宅に種々の工

夫がなされているが,それらの中の主なもの

として,曇天に対する対策,天井の断熱,冬

季の季節風 1輯吉や積雪に強い屋根瓦雨天

時に農イ乍業を容易にする間取り,などかあげ,

られる.

(4)風土イメージは人間の心理に大きな影

響かある.気候から判断すると松江は京都や

奈良と同じ群に属し,エレガントでシックな

イメージを有すると言われている。このイメ

ージを大切にして住環境を形成していくべき

だと考える.

(5)住宅の特性を調べる場合,風士特性の

みでなく,住居学的見地からの検討も必要て,

ある.本県の住宅はみせびらかし意識やしき

たり意識の強い様式を示していた.

島根県における風士と住宅

今後,さらに風士と住宅の関係や住生活の

様式と意識の変遷および歴史的,民f谷学的知

見などについて詳細な検討を行い,それらを

総合することによって,島根県の未来の住宅

像に迫りたいと考之る.

1986年3月
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